
本記事はForbes Magazine April/May 2023に掲載された記事を翻訳したものです。

ＦＵＪＩは、1959年の創業以
来、今日に至るまで、SMT装置
や多関節ロボットなど、革新的
かつ独創的な製品を世界中のお
客様にお届けすることを事業の
中心に据えてきた。また、世界
的なロボットメーカーとして、
世界の変化を先取りし、社員の
成長を促すとともに、環境・社
会・ガバナンスなど多面的な企
業価値の向上を図り、持続可能
な社会の実現に取り組んでいる
。
ＦＵＪＩの主力事業である電子ＦＵＪＩの主力事業である電子
部品実装ロボットは、自動組立
機という新しい分野への飛躍に
よりその礎が築かれた。CEOで
ある曽我信之氏は、その設計思
想を「高速・高精度で、耐久性
・メンテナンス性に優れている
のが特徴だ」と語っている。実
際、同社の実装機は、長い時間
をかけて開発・改良された技術
がベースになっている。さらに
、同社の工作機械は、ターンキ
ー・ソリューションを提供する
という点でも魅力的だ。

曽我氏のコメントにあるよう
に、「スタートキーを回せば、に、「スタートキーを回せば、
すぐに目的のワークが生産でき
るように、それぞれの顧客のニ
ーズに最大限応えられるように
チューニングされている」ので
ある。

一つの分野にとらわれないもの一つの分野にとらわれないもの
づくり企業として、ＦＵＪＩは
今もさまざまな製品群で限界に
挑み続けている。曽我氏の「顧
客のニーズに応える製品を開発
するだけでなく、顧客が想像も
しなかったような革新的な製品
を世に送り出すことで、弊社は
発展してきた」とは言い得て妙
である。ＦＵＪＩの製品は世界
60カ国以上に出荷され、海外
売上比率は8割を超える。
「NXTシリーズだけでも、すで「NXTシリーズだけでも、すで
に10万台以上出荷している。」
ＦＵＪＩの持続的な発展のカギ
はマーケティングを強化し、イ
ノベーションを起こし続け
ることにある。「デジタル
人材を育成しながら、基盤と
なる革新的な企業文化をさらになる革新的な企業文化をさらに
進化させることが急務であると
考える。」と曽我氏。

先々を見据え、loT、クラウド
、Alなどの在来技術で優位に立
つとともに、SDGsに貢献する
技術を有することが、今後の製
品づくりにとって重要である。
一方、海外生産拠点の拡充につ
いては、具体的な計画はないも
のの国際的な政治・経済情勢か
ら今後必要になってくるかもし
れない。「工作機械事業も含め
、関連設備メーカーと戦略的な
業務提携、出資、事業買収を行
う体制を整えている」と、曽我
氏は付け加えた。

ＦＵＪＩグループは、「人々の ＦＵＪＩグループは、「人々の 
心豊かな 暮らしのために」と
いう理念のもと、新しい価値を
創造し、お客様に感動を与える
製品・サービスを提供すること
で、世界中の人々のニーズに応
え続けていく。曽我氏は「私た
ちが提供する製品やサービスは
、心を豊かにし、環境保護や健
康、世界平和にも資するもので
なければならない。」と強調す
る。心豊かな社会を実現するこ
とは、ＦＵＪＩグループの地球
への大きな貢献のひとつとなる
だろう。だろう。
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